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　現代の教育現場は、多様化する社
会に対応するために大きく変化してい
ます。子どもたちは、単に知識を詰め
込むだけでなく、現代社会に必要とさ
れるスキルを身に付けることが求めら
れていると感じます。
　今は、学校にもＩＣＴが導入され、デ
ジタル教材などの活用が進み、子ども
たちはより柔軟に学ぶことができるよ
うになってきています。

校長時代に取り組んだ、
ICT教育

　感染症の影響により全国の学校で、
2020年3月から2か月間の休校があ
りました。生徒たちの学びを止めない
ように、ICTに詳しい先生方の協力を
得て、1か月で500本の動画を作成し、
生徒が自宅で授業の動画を見られる
ようにしました。美術の授業では、先
生がデッサンを描く過程を動画にする
など、普段見ることができない有益な
授業になったと思います。特にうれし
かったのは、学校に行きづらいと感じ
ていた生徒が動画を視聴し、学習に取
り組んでいることを知った時です。ICT
教育に明るい未来を感じました。

自分の未来を切り開く力を身に付けてほしい

　昨年度まで区内の中学校で校長を務め、今年度より、
中野区の教育長に就任した田代教育長に現代の教育現場
について、話を聞きました。

ICT教育には課題もある

　デジタル教材やオンライン学習は便
利です。先生たちが作成した資料は先
生間で簡単に共有ができて、作り変え
ることができます。ただ一方で、授業で
の先生たちの個性が消えていってしま
うのではないかと感じる時があります。
　ICTを駆使して綺麗な資料を作成す
る先生がいれば、模造紙などを使って
アナログな方法で一から資料を作成す
る先生もいます。どちらにおいても、子
どもたちの心に残り、知識の定着につ
なげるためには、ＩＣＴ教育においても
先生たちの個性を生かした授業ができ
るようにしていかなければならないと
感じています。

子どもたち自身の決断力が
求められている

　昔よりも子どもたちの選択肢が増え
ました。今は習い事もたくさんあります
が、我が家では新しい習い事を始める
時は、できるだけ、子どもの意思を尊
重するようにしていました。ただ、子ど
もがたくさん習い事をやりたいと言っ
た時は、「一つひとつと向き合えるか」を
聞いていました。向き合うのが難しい
と子どもが思うなら、自分の中で本当

にやりたい習い事を考え、選択できる
ようにフォローしていました。そういう
小さな選択を日頃からさせてみるのも
良いのかもしれません。自分で決めた
からこそ、決断力や最後までやり切る
力が身に付いていくと思っています。

自分で考え、
主体性をもってほしい

　区は、子どもオンブズマンやハイ
ティーン会議など、子どもの意見を反
映した活動を推進しています。自分た
ちで考え、意見を言うことが、学校生
活の中だけでなく学校外にも広がって
いくとうれしいです。
　また、子どもたちが意見を言うこと
と同じくらい、意見やアイデアを実現
する実行力も大切です。しかし、子ど
もたちにそこまで求めるのは難しいで
しょう。そういう時は周りの大人の力
が必要です。ただ、実現できない要望
も必ず出てくると思います。その時はな
ぜ実現できないのかを子どもたちに伝
えて、その上で、実現するためにはもっ
とこうしなければいけないと、考えさ
せてあげることが大切だと思っていま
す。そうすることで、子どもたち自身に、
自分で未来を切り開く力が身に付いて
いくと信じています。

教育委員会係／7階
☎（3228）5734　FAX（3228）5679

日時 ①6日 ②13日 ③20日
いずれも金曜日、午前10時から
会場 区役所7階教育委員会室
☆当日直接会場へ。日程は、変わる場合
があります

12月の教育委員会定例会
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財政担当／7階　☎（3228）8813　FAX（3228）5476

令和5年度
決算のあらまし 　翌年度へ繰り越す財源を差し引いた実質収支は35億円の黒字になりました。

法律に基づき算定した健全化判断比率で見ても「健全」と言える状態でした。

一般会計は歳入･歳出とも300億円以上増加

①各会計別決算額

②一般会計

会計 歳入決算額 歳出決算額 差引額
一般会計 2,040億300万円 1,986億7,300万円 53億3,000万円
用地特別会計 87億8,900万円 87億8,900万円 0万円
国民健康保険事業特別会計 338億6,600万円 335億3,800万円 3億2,800万円
後期高齢者医療特別会計 77億3,600万円 76億3,400万円 1億300万円
介護保険特別会計 250億4,200万円 246億2,800万円 4億1,400万円

☆百万円単位で端数を四捨五入

☆億円単位で端数を四捨五入。パーセントは構成比、カッコ内は対前年度増減率

☆介護保険の運営状況の概要は8ページをご覧ください。なお、国民健康保険の運営状況の概要は次号（12月5日号）でお知
らせする予定です

③特別区債･基金 （普通会計※）
（※）普通会計＝一般会計と用地特別会計を合わせ、重複経費など
を除いた、総務省の定める基準による統計上の会計方式

☆基金には介護給付費準備基金は含まれません

項目 令和5年度末 令和4年度末
特別区債 360億円 239億円
基金 799億円 769億円

中野区の財政状況をお知らせします

貯金が借金の2倍
　特別区債は、いわゆる借金に、基金は、貯金に当たるも
のです。
　区の普通会計の現在残高は、上表のとおりで、基金が昨
年度末より30億円増えました。

　歳出決算額を目的別にし、1万円
に換算して多い順に並べました。

子ども
教育費
3,024円

健康
福祉費
1,763円

総務費
1,499円

まちづくり
推進費
736円

区民費
690円

地域支え
あい推進費
434円

都市
基盤費
403円

環境費
281円

公債費
72円

議会費
51円

企画費
39円

その他
1,007円

1万円の使い道

諸収入
30億円
1.5%
（60.3%）

特別区債
222億円
10.9%
（1351.5%）

特別区債
222億円
10.9%
（1351.5%）

その他　
246億円
12.1%
（43.3%）

その他　
246億円
12.1%
（43.3%）

地方消費税交付金・
利子割交付金等
107億円　
5.2%（3.7%）

負担金、使用料
及び手数料
46億円　
2.2%（39.4%）

公債費
14億円　
0.7%（10.8％）

歳入
2,040
億円

歳出
（性質別）
1,987
億円

特別区税
384億円
18.8%
（0.8%）

特別区税
384億円
18.8%
（0.8%）

特別区交付金
473億円
23.2%
（5.9%）

特別区交付金
473億円
23.2%
（5.9%）国・都支出金

531億円
26.0%
（1.1%）

国・都支出金
531億円
26.0%
（1.1%）

その他
431億円
21.7%
（2.7％）

その他
431億円
21.7%
（2.7％）

人件費
192億円
9.7%
（▲5.1％）

人件費
192億円
9.7%
（▲5.1％）

扶助費
526億円
26.5%
（4.2％）

扶助費
526億円
26.5%
（4.2％）

投資的経費
577億円
29.0%
（146.5％）

投資的経費
577億円
29.0%
（146.5％）

物件費
247億円
12.4%
（▲1.4％）

物件費
247億円
12.4%
（▲1.4％）
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